
© Good Job & Career（清新社会保険労務士事務所） 

＜2021 年 合格目標＞ 

第二種衛生管理者 

試 験 対 策 
 

全問題と正解 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



不許複製／禁無断転載                                GoodJobandCareer.net 

 1 

第二種衛生管理者 
試験対策アプリ 

 

App Store にて 好評提供中！ 
 

 

 

 

第二種衛生管理者 2021 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



不許複製／禁無断転載                                GoodJobandCareer.net 

 2 

関係法令 
 

No. 問 題 正 答 解 説 

1 

衛生管理者を選任したときは、「１

４日以内」に、所定の様式による

報告書を所轄労働基準監督署⾧に

提出しなければならない。 

× 

「１４日以内」ではなく、【遅滞な

く】である。 

（労働安全衛生規則 2 条 2 項） 

2 

衛生管理者は、選任すべき事由が

発生した日から「３０日以内」に

選任しなければならない。 
× 

「３０日以内」ではなく、【１４日

以内】である。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 1

号） 

3 

常時「１０人以上５０人未満」の

労働者を使用する事業場におい

て、衛生管理者は選任していない

が、「衛生推進者」を「１人」選任

している。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生法 12 条の 2、労働

安全衛生規則 12 条の 2） 

4 

「２人以上」の衛生管理者を選任

する場合において、その衛生管理

者の中に「労働衛生コンサルタン

ト」がいるときは、そのうちの

「１人」については、「専属」の者

でなくてもよい。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 2

号） 

5 

「警備業」の事業場においては、

「第二種衛生管理者免許」を有す

る者のうちから衛生管理者を選任

することができる。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 3

号） 

6 

「ゴルフ場業」の事業場において

は、「第二種衛生管理者免許」を有

する者のうちから衛生管理者を選

任することができない。 
× 

「ゴルフ場業」の場合には、「第二

種衛生管理者免許」を有する者の

うちから衛生管理者を選任するこ

とができる。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 3

号） 
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No. 問 題 正 答 解 説 

7 

「旅館業」の事業場においては、

「第二種衛生管理者免許」を有す

る者のうちから衛生管理者を選任

することができる。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 3

号） 

8 

「清掃業」の事業場においては、

「第二種衛生管理者免許」を有す

る者のうちから衛生管理者を選任

することができない。 
◯ 

正しい。「清掃業」については、

「第一種衛生管理者免許」若しく

は「衛生工学衛生管理者免許」を

有する者又は医師等のうちから衛

生管理者を選任しなければならな

い。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 3

号） 

9 

「製造業」の事業場においては、

「第二種衛生管理者免許」を有す

る者のうちから衛生管理者を選任

することができる。 × 

「製造業」については、「第一種衛

生管理者免許」若しくは「衛生工

学衛生管理者免許」を有する者又

は医師等のうちから衛生管理者を

選任しなければならない。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 3

号） 

10 

「運送業」の事業場においては、

「第二種衛生管理者免許」を有す

る者のうちから衛生管理者を選任

することができる。 × 

「運送業」については、「第一種衛

生管理者免許」若しくは「衛生工

学衛生管理者免許」を有する者又

は医師等のうちから衛生管理者を

選任しなければならない。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 3

号） 

11 

「自動車整備業」の事業場におい

ては、「第二種衛生管理者免許」を

有する者のうちから衛生管理者を

選任することができない。 
◯ 

正しい。「自動車整備業」について

は、「第一種衛生管理者免許」若し

くは「衛生工学衛生管理者免許」

を有する者又は医師等のうちから

衛生管理者を選任しなければなら

ない。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 3

号） 
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No. 問 題 正 答 解 説 

12 

「各種商品卸売業」の事業場にお

いては、「第二種衛生管理者免許」

を有する者のうちから衛生管理者

を選任することができる。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 3

号） 

13 

「医療業」については、「第一種衛

生管理者免許」若しくは「衛生工

学衛生管理者免許」を有する者又

は医師等のうちから衛生管理者を

選任しなければならない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 3

号） 

14 

常時「５０人以上３００人以下」

の労働者を使用する事業場におい

て、衛生管理者を「１人」選任し

ている。 

× 

衛生管理者の選任が「１人以上」

で良いのは、常時「５０人以上２

００人以下」の事業場である。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 4

号） 

15 

常時「２００人を超え５００人以

下」の労働者を使用する事業場で

は、「２人以上」の衛生管理者を選

任しなければならない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 4

号） 

16 

常時「５００人を超え１０００人

以下」の労働者を使用する事業場

では、「２人以上」の衛生管理者を

選任しなければならない。 
× 

常時「５００人を超え１０００人

以下」の労働者を使用する事業場

の場合には、衛生管理者を【３人

以上】選任しなければならない。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 4

号） 

17 

常時「１０００人を超え２０００

人以下」の労働者を使用する事業

場では、「４人以上」の衛生管理者

を選任しなければならない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 4

号） 

18 

常時「２０００人を超え３０００

人以下」の労働者を使用する事業

場では、「４人以上」の衛生管理者

を選任しなければならない。 × 

常時「２０００人を超え３０００

人以下」の労働者を使用する事業

場の場合には、衛生管理者を【５

人以上】選任しなければならな

い。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 4

号） 
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No. 問 題 正 答 解 説 

19 

常時「３０００人を超える」労働

者を使用する事業場では、「５人以

上」の衛生管理者を選任しなけれ

ばならない。 
× 

常時「３０００人を超える」労働

者を使用する事業場の場合には、

衛生管理者を【６人以上】選任し

なければならない。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 4

号） 

20 

常時「５００人を超える」労働者

を使用し、そのうち、「深夜業」に

常時「３０人以上」の労働者を従

事させる事業場では、衛生管理者

のうち少なくとも１人を「専任」

の衛生管理者としなければならな

い。 

× 

衛生管理者のうち少なくとも１人

を「専任」の衛生管理者としなけ

ればならない業務に、「深夜業」は

含まれていない。 

（労働基準法施行規則 18 条、労働

安全衛生規則 7 条 1 項 5 号） 

21 

常時「１０００人を超える」労働

者を使用する事業場にあっては、

衛生管理者のうち少なくとも１人

を「専属」の衛生管理者としなけ

ればならない。 

× 

「専属」ではなく、【専任】としな

ければならない。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 5

号） 

22 

常時「２０００人を超える」労働

者を使用する事業場にあっては、

衛生管理者のうち少なくとも「２

人」を「専任」の衛生管理者とし

なければならない。 × 

常時「１０００人を超える」労働

者を使用する事業場にあっては、

衛生管理者のうち少なくとも「１

人」を「専任」の衛生管理者とし

なければならないが、「２０００

人」を超えても「専任」の衛生管

理者は「１人」で足りる。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 5

号） 

23 

常時「５００人を超える」労働者

を使用し、坑内労働又は特に有害

な一定の業務に常時「３０人以

上」の労働者を従事させる事業場

では、衛生管理者のうち１人を

「衛生工学衛生管理者免許」を受

けた者のうちから選任しなければ

ならない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 7 条 1 項 6

号） 
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No. 問 題 正 答 解 説 

24 

常時「３００人以上」の労働者を

使用する「医療業」の事業場で

は、法令上、「総括安全衛生管理

者」の選任が義務付けられてい

る。 

× 

常時「３００人以上」の労働者を

使用する「医療業」については、

「総括安全衛生管理者」の選任は

義務付けられていない。 

（労働安全衛生法施行令 2 条） 

25 

総括安全衛生管理者の選任は、総

括安全衛生管理者を選任すべき事

由が発生した日から「３０日以

内」に行わなければならない。 

× 

総括安全衛生管理者を選任すべき

事由が発生した日から【１４日以

内】に行わなければならない。 

（労働安全衛生規則 2 条 1 項） 

26 

事業者が衛生管理者に管理させる

業務には、「衛生推進者の指揮に関

すること（衛生に係る技術的事項

に限る。）」がある。 

× 

設問の業務は、事業者が衛生管理

者に管理させる業務に含まれてい

ない。 

（労働安全衛生法 10 条 1 項、12

条 1 項） 

27 

事業者が衛生管理者に管理させる

業務には、「労働者の安全又は衛生

のための教育の実施に関すること

（衛生に係る技術的事項に限

る。）」がある。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生法 10 条 1 項 5 号、

12 条 1 項） 

28 

事業者が衛生管理者に管理させる

業務には、「健康診断の実施その他

健康の保持増進のための措置に関

すること（衛生に係る技術的事項

に限る。）」がある。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生法 10 条 1 項 5 号、

12 条 1 項） 

29 

事業者が衛生管理者に管理させる

業務には、「労働災害の原因の調査

及び再発防止対策に関すること

（衛生に係る技術的事項に限

る。）」は含まれない。 

× 

事業者が衛生管理者に管理させる

業務には、「労働災害の原因の調査

及び再発防止対策に関すること

（衛生に係る技術的事項に限

る。）」も含まれる。 

（労働安全衛生法 10 条 1 項 5 号、

12 条 1 項） 
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No. 問 題 正 答 解 説 

30 

事業者が衛生管理者に管理させる

業務には、「安全衛生に関する方針

の表明に関すること（衛生に係る

技術的事項に限る。）」は含まれな

い。 
× 

事業者が衛生管理者に管理させる

業務には、「安全衛生に関する方針

の表明に関すること（衛生に係る

技術的事項に限る。）」も含まれ

る。 

（労働安全衛生法 10 条 1 項 5 号、

12 条 1 項、労働安全衛生規則 3 の

2 第 1 号） 

31 

事業者が衛生管理者に管理させる

業務には、「安全衛生に関する計画

の作成、実施、評価及び改善に関

すること（衛生に係る技術的事項

に限る。）」がある。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生法 10 条 1 項 5 号、

12 条 1 項、労働安全衛生規則 3 の

2 第 3 号） 

32 

事業者が衛生管理者に行わせる業

務には、「労働者の健康を確保する

ため必要があると認めるとき、事

業主に対し、労働者の健康管理等

について必要な勧告すること」が

ある。 

× 

設問の業務は、事業者が衛生管理

者に行わせる業務に含まれていな

い。なお、当該業務は、産業医が

行うことができる、とされている

業務である。 

（労働安全衛生法 10 条 1 項 5 号、

12 条 1 項、労働安全衛生規則 3 条

の 2 第 3 号） 

33 

産業医は、労働者の健康管理等を

行うのに必要な医学に関する知識

について一定の要件を備えた「医

師」のうちから選任しなければな

らない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生法 13 条 1 項、2

項） 

34 

産業医を選任しなければならない

事業場は、常時「１００人以上」

の労働者を使用する事業場であ

る。 

× 

常時「１００人以上」ではなく、

常時【５０人以上】である。 

（労働安全衛生法施行令 5 条） 

35 

産業医は、選任すべき事由が発生

した日から「１４日以内」に選任

しなければならない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 13 条 1 項 1

号） 



不許複製／禁無断転載                                GoodJobandCareer.net 

 8 

No. 問 題 正 答 解 説 

36 

常時「３００人以上」の労働者を

使用する事業場では、その事業場

に「専属」の産業医を選任しなけ

ればならない。 

× 

常時「３００人以上」ではなく、

常時【１０００人以上】である。 

（労働安全衛生規則 13 条 1 項 3

号） 

37 

常時「１０００人を超える」労働

者を使用する事業場では、「２人以

上」の産業医を選任しなければな

らない。 

× 

常時「１０００人以上」ではな

く、常時【３０００人以上】であ

る。 

（労働安全衛生規則 13 条 1 項 4

号） 

38 

事業者は、選任した産業医に、「労

働者の健康管理等」を行わせなけ

ればならない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生法 13 条 1 項） 

39 

産業医の職務として、「安全衛生に

関する方針の表明に関すること」

が、法令で定められている。 
× 

「安全衛生に関する方針の表明に

関すること」は、産業医の職務と

して定められていない。なお、当

該業務は、総括安全衛生管理者が

統括管理する業務とされている。 

（労働安全衛生規則 14 条 1 項） 

40 

衛生委員会の「議⾧」は、原則と

して、「総括安全衛生管理者」又は

「当該事業場において事業の実施

を統括管理する者」若しくは「こ

れに準ずる者」のうちから事業者

が指名した者でなければならな

い。 

◯ 

正しい。衛生委員会の「議⾧」に

ついては、事業場を統括管理する

（若しくは、これに準ずる）程度

の地位にある者でなければならな

い。 

（労働安全衛生法 18 条 2 項 1 号、

4 項） 

41 

事業者は、事業場の作業環境測定

を作業環境測定機関に委託してい

る場合には、当該機関に所属する

「作業環境測定士」を衛生委員会

の委員として指名することができ

る。 

× 

このような規定はない。なお、事

業者は、「当該事業場の労働者」

で、作業環境測定を実施している

「作業環境測定士」を衛生委員会

の委員として指名することは可能

である。 

（労働安全衛生法 7 条 1 項 2 号た

だし書き、18 条 2 項 2 号） 
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No. 問 題 正 答 解 説 

42 

事業者は、議⾧を除く、衛生委員

会の「全委員」について、当該事

業場の労働者の過半数で組織する

労働組合、当該労働組合ないとき

には、労働者の過半数を代表する

者の「推薦」に基づき指名しなけ

ればならない。 

× 

事業者が、過半数労働組合等の推

薦に基づき指名しなければならな

いのは、全委員のうちの【半数】

とされている。 

（労働安全衛生法 18 条 4 項） 

43 

事業者は、衛生管理者として選任

しているが、事業場に「専属では

ない」労働衛生コンサルタントを

衛生委員会の委員として指名する

ことはできない。 

× 

「２人以上」の衛生管理者を選任

している場合には、衛生管理者で

ある労働衛生コンサルタントのう

ちの「１人」については、事業場

に「専属ではない」者であって

も、衛生委員会の委員として指名

することができる。 

44 

事業者は、事業場に「専属ではな

い」産業医を衛生委員会の委員と

して指名することができる。 

◯ 

正しい。 

45 

事業者は、当該事業場の労働者

で、衛生に関し経験を有するもの

のうちから事業者が指名した者を

衛生委員会の委員とすることがで

きる。 

◯ 

正しい。 

46 

衛生委員会の付議事項として、労

働者の健康障害の防止及び健康の

保持増進に関する重要事項には、

「労働者の精神的健康の保持増進

を図るための対策の樹立」に関す

ることが含まれる。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 22 条 10 号） 

47 

事業者は、衛生委員会を「毎年１

回以上」開催するようにしなけれ

ばならない。 

× 

「毎年１回以上」ではなく、【毎月

１回以上】である。 

（労働安全衛生規則 23 条 1 項） 
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No. 問 題 正 答 解 説 

48 

事業者は、衛生委員会の開催の都

度、「遅滞なく」、委員会における

「議事の概要」を書面の交付等一

定の方法によって、労働者に「周

知」させなければならない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 23 条 3 項） 

49 

事業者は、衛生委員会の開催の都

度、委員会における「議事で重要

なもの」について記録し、これを

「５年間」保存しなければならな

い。 

× 

「５年間」ではなく、【３年間】で

ある。 

（労働安全衛生規則 23 条 4 項） 

50 

労働安全衛生規則に基づく「雇入

時の健康診断」には、原則とし

て、省略できる検査項目はない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 43 条） 

51 

「雇入時の健康診断」の実施にあ

たり、医師による健康診断を受け

た後「３か月」を経過しない者

が、その健康診断の結果を証明す

る書面を提出したときは、その健

康診断の項目に相当する項目につ

いては省略することができる。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 43 条ただし書

き） 

52 

労働安全衛生規則に基づく「雇入

時の健康診断」の項目のうち、「聴

力の検査」は、医師が必要でない

と認めるときは、省略することが

できる。 

× 

「雇入時の健康診断」には、原則

として、省略できる検査項目はな

い。よって、「聴力の検査」を省略

することはできない。 

（労働安全衛生規則 43 条） 

53 

「雇入時の健康診断」における聴

力の検査は、「１０００ヘルツ」及

び「３０００ヘルツ」の音に係る

聴力について行う必要がある。 

× 

「１０００ヘルツ」及び「３００

０ヘルツ」の音ではなく、「１００

０ヘルツ」及び【４０００ヘル

ツ】の音である。 

（労働安全衛生規則 43 条 3 号） 

54 

「雇入時の健康診断」の項目に

は、「血液中の尿酸の量」の検査が

含まれている。 
× 

「雇入時の健康診断」の項目に

は、「血液中の尿酸の量」の検査は

含まれていない。 

（労働安全衛生規則 43 条） 
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55 

事業者は、「雇入時の健康診断」の

結果、健康診断の項目に異常の所

見があると診断された労働者につ

いては、健康診断が行われた日か

ら「１か月以内」に、健康を保持

するために必要な措置について、

「医師」の意見を聴かなければな

らない。 

× 

「１か月以内」ではなく、【３か月

以内】である。 

（労働安全衛生法 66 条の 4、労働

安全衛生規則 51 条の 2 第 1 項 1

号） 

56 

事業主は、「雇入時の健康診断」の

結果に基づき、健康診断個人票を

作成し、これを「３年間」保存し

なければならない。 

× 

「３年間」ではなく、【５年間】で

ある。 

（労働安全衛生規則 51 条） 

57 

「雇入時の健康診断」の結果につ

いては、所轄労働基準監督署⾧に

報告する必要はない。 ◯ 

正しい。「雇入時の健康診断」の結

果については、所轄労働基準監督

署⾧への報告は義務付けられてい

ない。 

（労働安全衛生規則 52 条） 

58 

労働安全衛生規則に基づく「定期

健康診断」の項目のうち、「身⾧、

体重及び腹囲の検査」は、医師が

必要でないと認めるときは、省略

することができる。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 44 条 2 項） 

59 

労働安全衛生規則に基づく「定期

健康診断」の項目のうち、「視力及

び聴力の検査」は、医師が必要で

ないと認めるときは、省略するこ

とができる。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 44 条 2 項） 

60 

労働安全衛生規則に基づく「定期

健康診断」の項目のうち、「血圧の

測定」は、医師が必要でないと認

めるときは、省略することができ

る。 

× 

「血圧の測定」は、医師が必要で

ないと認めるときに省略すること

ができる項目には該当しない。よ

って、省略することはできない。 

（労働安全衛生規則 44 条 2 項） 
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61 

労働安全衛生規則に基づく「定期

健康診断」の項目のうち、「肝機能

検査」は、医師が必要でないと認

めるときは、省略することができ

る。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 44 条 2 項） 

62 

労働安全衛生規則に基づく「定期

健康診断」の項目のうち、「血中脂

質検査」は、医師が必要でないと

認めるときは、省略することがで

きる。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 44 条 2 項） 

63 

労働安全衛生規則に基づく「定期

健康診断」の項目のうち、「血糖検

査」は、医師が必要でないと認め

るときは、省略することができ

る。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 44 条 2 項） 

64 

労働安全衛生規則に基づく「定期

健康診断」の項目のうち、「尿検

査」は、医師が必要でないと認め

るときは、省略することができ

る。 

× 

「尿検査」は、医師が必要でない

と認めるときに省略することがで

きる項目には該当しない。よっ

て、省略することはできない。 

（労働安全衛生規則 44 条 2 項） 

65 

労働安全衛生規則に基づく「定期

健康診断」の項目のうち、「心電図

検査」は、医師が必要でないと認

めるときは、省略することができ

る。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 44 条 2 項） 

66 

「深夜業」に常時従事する労働者

に対しては、「６か月以内ごとに１

回」、定期に、健康診断を行わなけ

ればならない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 45 条 1 項） 
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67 

「深夜業」に常時従事する労働者

に対しては、「６か月以内ごとに１

回」、定期に、「胸部エックス線検

査」及び「喀痰検査」を行わなけ

ればならない。 
× 

「深夜業」に常時従事する労働者

に対しては、「６か月以内ごとに１

回」、定期に、健康診断を行わなけ

ればならないが、「胸部エックス線

検査」及び「喀痰検査」について

は、【１年以内ごとに１回】、行え

ば足りるとされている。 

（労働安全衛生規則 45 条 1 項） 

68 

海外に「１年以上」派遣され帰国

した労働者について、国内の業務

に就かせるときは、一時的な就業

の場合を除き、海外派遣労働者健

康診断を行わなければならない。 

× 

「１年以上」ではなく、【６か月以

上】である。 

（労働安全衛生規則 45 条の 2 第 2

項） 

69 

事業者は、「定期健康診断」の結

果、健康診断の項目に異常の所見

があると診断された労働者につい

ては、健康診断が行われた日から

「３か月以内」に、健康を保持す

るために必要な措置について、「医

師」の意見を聴かなければならな

い。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生法 66 条の 4、労働

安全衛生規則 51 条の 2 第 1 項 1

号） 

70 

常時「１０人以上」の労働者を使

用する事業者は、定期健康診断を

行ったときは、「遅滞なく」、所轄

労働基準監督署⾧に定期健康診断

結果報告書を提出しなければなら

ない。 

× 

常時「１０人以上」ではなく、常

時【５０人以上】である。 

（労働安全衛生規則 52 条） 

71 

事業者は、休憩時間を除き１週間

当たり「４０時間」を超えて労働

させた場合において、その超えた

時間が１か月当たり「１００時

間」を超え、かつ、「疲労の蓄積」

が認められる労働者については、

原則として、医師による面接指導

を行わなければならない。 

× 

平成３１年４月１日施行の法改正

により、現在では、「１００時間」

ではなく、【８０時間】となってい

る。 

（労働安全衛生法 66 条の 8 第 1

項、労働安全衛生規則 52 条の 2 第

1 項） 
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72 

労働時間の状況が一定の要件に該

当する労働者に対して、法令によ

り実施することが義務付けられて

いる医師による面接指導は、労働

者の「申出」により行われる。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 52 条の 3 第 1

項） 

73 

医師は、労働時間の状況が一定の

要件に該当する労働者に対して、

法令により実施することが義務付

けられている面接指導を行うに当

たっては、当該労働者の「勤務の

状況」、「疲労の蓄積の状況」の

他、「心身の状況」についても確認

を行う必要がある。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 52 条の 4） 

74 

労働時間の状況が一定の要件に該

当する労働者に対して、法令によ

り実施することが義務付けられて

いる医師による面接指導の結果に

基づく記録には、面接指導を受け

た「労働者の家族の状況」を記載

しなければならない。 

× 

「労働者の家族の状況」について

は、面接指導の結果に基づく記録

に記載しなければならない事項と

して定められていない。 

（労働安全衛生規則 52 条の 6 第 2

項） 

75 

事業者は、労働時間の状況が一定

の要件に該当する労働者に対し

て、法令により実施することが義

務付けられている医師による面接

指導を行った場合には、当該面接

指導の結果に基づき、その記録を

作成し、これを「５年間」保存し

なければならない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 52 条の 6 第 2

項） 
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76 

事業者は、労働時間の状況が一定

の要件に該当する労働者に対し

て、法令により実施することが義

務付けられている医師による面接

指導を行われた後、「遅滞なく」、

労働者の健康を保持するため必要

な措置について、医師の意見を聴

かなければならない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 52 条の 7） 

77 

労働時間の状況が一定の要件に該

当する労働者に対して、法令によ

り実施することが義務付けられて

いる面接指導を行うことができる

医師は、当該事業場の「産業医」

に限られている。 

× 

対象労働者が、事業者の指定した

医師による面接指導を受けること

を希望しない場合には、産業医で

はない「他の医師」が行った面接

指導の結果を証明する書面を提出

することも認められている。 

（労働安全衛生法 66 条の 8 第 2 項

ただし書き） 

78 

雇入れ時の安全衛生教育は、「３か

月以内」の期間を定めて雇用する

「パートタイム労働者」等につい

ては、行わないことができる。 

× 

雇入れ時の安全衛生教育は、「パー

トタイム労働者」等の期間を定め

て雇用する労働者であっても、必

ず行わなければならない。 

（労働安全衛生法 59 条 1 項） 

79 

常時使用する労働者数が「１０人

未満」の事業場については、「雇入

れ時の安全衛生教育」を行わない

ことができる。 

× 

雇入れ時の安全衛生教育は、事業

場の規模に関わりなく、必ず行わ

なければならない。 

（労働安全衛生法 59 条 1 項） 

80 

「雇入れ時の安全衛生教育」に関

し、「金融業」の事業場において

は、「整理、整頓及び清潔の保持に

関すること」についての教育を省

略することができる。 

× 

省略することはできない。「整理、

整頓及び清潔の保持に関するこ

と」については、業種に関わら

ず、省略することができる教育事

項に該当しない。 

（労働安全衛生規則 35 条 1 項） 
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81 

「雇入れ時の安全衛生教育」に関

し、「ゴルフ場業」の事業場におい

ては、「作業開始時の点検に関する

こと」についての教育を省略する

ことができない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生法施行令 2 条、労

働安全衛生規則 35 条 1 項） 

82 

「雇入れ時の安全衛生教育」に関

し、「通信業」の事業場において

は、「作業開始時の点検に関するこ

と」についての教育を省略するこ

とができない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生法施行令 2 条、労

働安全衛生規則 35 条 1 項） 

83 

「雇入れ時の安全衛生教育」に関

し、「医療業」の事業場において

は、「作業開始時の点検に関するこ

と」についての教育を省略するこ

とができない。 

× 

「医療業」は、いわゆる非製造

業・非工業的業種である「その他

の業種」に該当するため、省略す

ることができる。 

（労働安全衛生法施行令 2 条、労

働安全衛生規則 35 条 1 項） 

84 

「雇入れ時の安全衛生教育」に関

し、「警備業」の事業場において

は、「作業開始時の点検に関するこ

と」についての教育を省略するこ

とができる。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生法施行令 2 条、労

働安全衛生規則 35 条 1 項） 

85 

「雇入れ時の安全衛生教育」に関

し、「医療業」の事業場において

は、「従事させる業務に関して発生

するおそれのある疾病の原因及び

予防に関すること」についての教

育を省略することができる。 

× 

省略することはできない。「従事さ

せる業務に関して発生するおそれ

のある疾病の原因及び予防に関す

ること」については、業種に関わ

らず、省略することができる教育

事項に該当しない。 

（労働安全衛生規則 35 条 1 項） 

86 

「雇入れ時の安全衛生教育」に関

し、「金融業」の事業場において

は、「作業手順に関すること」につ

いての教育を省略することができ

ない。 

× 

「金融業」は、いわゆる非製造

業・非工業的業種である「その他

の業種」に該当するため、省略す

ることができる。 

（労働安全衛生法施行令 2 条、労

働安全衛生規則 35 条 1 項） 
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87 

「雇入れ時の安全衛生教育」に関

し、「警備業」の事業場において

は、「作業手順に関すること」につ

いての教育を省略することができ

ない。 

× 

「警備業」は、いわゆる非製造

業・非工業的業種である「その他

の業種」に該当するため、省略す

ることができる。 

（労働安全衛生法施行令 2 条、労

働安全衛生規則 35 条 1 項） 

88 

「雇入れ時の安全衛生教育」に関

し、「各種商品小売業」の事業場に

おいては、「作業手順に関するこ

と」についての教育を省略するこ

とができない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生法施行令 2 条、労

働安全衛生規則 35 条 1 項） 

89 

「雇入れ時の安全衛生教育」に関

し、「旅館業」の事業場において

は、「作業手順に関すること」につ

いての教育を省略することができ

る。 

× 

「旅館業」は、いわゆる非製造

業・非工業的業種である「その他

の業種」に該当しないため、省略

することができない。 

（労働安全衛生法施行令 2 条、労

働安全衛生規則 35 条 1 項） 

90 

「雇入れ時の安全衛生教育」に関

し、教育すべき事項の全部又は一

部に関し十分な知識及び技能を有

していると認められる労働者につ

いては、当該事項についての教育

を省略することができる。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 35 条 2 項） 

91 

常時「３０人以上」の労働者を使

用する事業者は、労働者に対し、

「１年以内ごとに１回」、定期に、

ストレスチェックを行わなければ

ならない。 
× 

常時「３０人以上」ではなく、常

時【５０人以上】である。なお、

「５０人未満」の事業場について

は努力義務とされており、すべて

の事業者に実施が義務付けられて

いるわけではない。 

（労働安全衛生法 66 条の 10 第 1

項、労働安全衛生法附則 4 条） 
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92 

事業者は、ストレスチェックを受

けた労働者に対し、検査を行った

医師等から検査の結果が直接通知

されるようにしなければならな

い。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生法 66 条の 10 第 2

項） 

93 

事業者は、ストレスチェックの結

果が「衛生管理者」に通知される

ようにしなければならない。 
× 

「衛生管理者」への通知義務は規

定されていない。 

（労働安全衛生法 66 条の 10 第 2

項） 

94 

事業者は、ストレスチェックの結

果、心理的な負担の程度が高い労

働者から申し出があったときは、

医師による面接指導を行わなけれ

ばならない。 

◯ 

正しい。なお、労働者からの申し

出がなければ、医師による面接指

導を行う義務はない。 

（労働安全衛生法 66 条の 10 第 3

項） 

95 

事業者は、ストレスチェックの結

果、心理的な負担の程度が高い労

働者に対し、医師による面接指導

を行う場合には、当該事業場に選

任されている「産業医」に行わせ

なければならない。 

× 

必ずしも事業場に選任されている

「産業医」である必要はない。 

（労働安全衛生法 66 条の 10 第 3

項） 

96 

労働者に対するストレスチェック

の事項には、「職場における当該労

働者の心理的な負担の原因に関す

る項目」が含まれる。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 52 条の 9 第 1

号） 

97 

労働者に対するストレスチェック

の事項には、「当該労働者の心理的

な負担による心身の自覚症状に関

する項目」が含まれる。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 52 条の 9 第 2

号） 

98 

労働者に対するストレスチェック

の事項には、「職場における他の労

働者による当該労働者への支援に

関する項目」は含まれていない。 

× 

「職場における他の労働者による

当該労働者への支援に関する項

目」も含まれる。 

（労働安全衛生規則 52 条の 9 第 3

号） 
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No. 問 題 正 答 解 説 

99 

ストレスチェックは、医師又は保

健師以外の者であっても、法定の

研修を修了した「労働衛生コンサ

ルタント」であれば、実施するこ

とができる。 

× 

「労働安全コンサルタント」は、

ストレスチェックの実施者として

法令に定められていない。 

（労働安全衛生規則 52 条の 10 第

1 項） 

100 

ストレスチェックは、医師又は保

健師以外の者であっても、法定の

研修を修了した「看護師」であれ

ば、実施することができる。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 52 条の 10 第

1 項 3 号） 

101 

ストレスチェックは、医師又は保

健師以外の者であっても、法定の

研修を修了した「衛生管理者」で

あれば、実施することができる。 

× 

「衛生管理者」は、ストレスチェ

ックの実施者として法令に定めら

れていない。 

（労働安全衛生規則 52 条の 10 第

1 項） 

102 

ストレスチェックは、医師又は保

健師以外の者であっても、法定の

研修を修了した「精神保健福祉

士」であれば、実施することがで

きる。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 52 条の 10 第

1 項 3 号） 

103 

ストレスチェックは、医師又は保

健師以外の者であっても、法定の

研修を修了した「産業カウンセラ

ー」であれば、実施することがで

きる。 

× 

「産業カウンセラー」は、ストレ

スチェックの実施者として法令に

定められていない。 

（労働安全衛生規則 52 条の 10 第

1 項 3 号） 

104 

事業者は、ストレスチェックの結

果、心理的な負担の程度が高い労

働者から医師による面接指導を希

望する旨の申し出があったとき

は、「遅滞なく」、面接指導を行わ

なければならない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 52 条の 16 第

2 項） 
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No. 問 題 正 答 解 説 

105 

事業者は、ストレスチェックの結

果、心理的な負担の程度が高い労

働者に対し、医師による面接指導

を行った場合には、面接指導の結

果を「健康診断個人票」に記載し

なければならない。 

× 

「面接指導の結果の記録」を作成

する必要はあるが、必ずしも「健

康診断個人票」である必要はな

い。 

106 

事業者は、ストレスチェックの結

果、心理的な負担の程度が高い労

働者に対し、医師による面接指導

を行った場合には、当該「面接指

導の結果の記録」を作成し、これ

を「３年間」保存しなければなら

ない。 

× 

「３年間」ではなく、【５年間】で

ある。 

（労働安全衛生規則 52 条の 18 第

1 項） 

107 

常時「５０人以上」の労働者を使

用する事業者は、「１年以内ごとに

１回」、定期に、心理的な負担の程

度を把握するための検査結果等報

告書を所轄労働基準監督署⾧に提

出しなければならない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 52 条の 21） 

108 

事業者は、「５０人以上」の労働者

を常時就業させる場合には、屋内

作業場の気積について、設備の占

める容積及び床面から「４ｍ」を

超える高さにある空間を除き、「４

００㎥以上」としなければならな

い。 

× 

事業者は、労働者を常時就業させ

る屋内作業場の気積を、労働者

「１人」について、「１０㎥以上」

としなければならない。よって、

設問の場合には、【５００㎥以上】

としなければならない。 

（労働安全衛生規則 600 条） 

109 

事業者は、労働者を常時就業させ

る屋内作業場においては、窓その

他の開口部の直接外気に向かって

開放することができる部分の面積

が、常時床面積の「１／２５」以

上になるようにしなければならな

い。 

× 

「１／２５」以上ではなく、【１／

２０】以上である。 

（労働安全衛生規則 601 条） 
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No. 問 題 正 答 解 説 

110 

事業者は、労働者を常時就業させ

る場所の作業面の照度を、「精密な

作業」については「１５０ルクス

以上」、「粗な作業」については

「５０ルクス以上」としなければ

ならない。 

× 

「精密な作業」については【３０

０ルクス以上】、「粗な作業」につ

いては【７０ルクス以上】としな

ければならない。 

（労働安全衛生規則 604 条） 

111 

事業者は、常時「３０人以上」又

は常時「女性２０人以上」の労働

者を使用するときは、労働者が臥

床することのできる休養室又は休

養所を、「男女別」に設けなければ

ならない。 

× 

常時「３０人以上」又は常時「女

性２０人以上」ではなく、常時

【５０人以上】又は常時【女性３

０人以上】である。 

（労働安全衛生規則 618 条） 

112 

事業者は、日常行う清掃のほか、

大掃除を、「６か月以内ごとに１

回」、定期に、統一的に行わなけれ

ばならない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 619 条 1 号） 

113 

事業者は、「ねずみ、昆虫等の発生

場所、生息場所及び侵入経路」並

びに「ねずみ、昆虫等による被害

の状況」について、「１年以内ごと

に１回」、定期に、統一的に調査を

実施し、その調査結果に基づき、

必要な措置を講じなければならな

い。 

× 

「１年以内ごとに１回」ではな

く、【６か月以内ごとに１回】であ

る。 

（労働安全衛生規則 619 条 2 号） 

114 

事業者は、事業場に付属する食堂

の床面積を、食事の際の１人につ

いて、「１㎡」以上としなければな

らない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 630 条 3 号） 

115 

事業者は、事業場に付属する食堂

の「炊事従業員」について、専用

の「便所」を設けなければならな

いが、「休憩室」に関しては、一般

従業員と共用にすることができ

る。 

× 

専用の「便所」だけでなく、炊事

従業員専用の「休憩室」も設けな

ければならない。 

（労働安全衛生規則 630 条 11 号） 
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No. 問 題 正 答 解 説 

116 

事業者は、事業場に付属する炊事

場には、炊事場専用の履物を備

え、土足のまま立ち入らせてはな

らない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 630 条 15

号 ） 

117 

事業者は、労働者を常時就業させ

る場所の照明設備について、「６か

月以内ごとに１回」、定期に、点検

しなければならない。 

◯ 

正しい。 

（労働安全衛生規則 605 条 2 項） 

118 

事業者は、機械による換気のため

の設備について、「６か月以内ごと

に１回」、定期に、異常の有無を点

検しなければならない。 

× 

「６か月以内ごとに１回」ではな

く、【２か月以内ごとに１回】であ

る。 

（事務所衛生基準規則 9 条） 

119 

事業者は、燃焼器具（発熱量が著

しく少ないものを除く。）を使用す

るときは、「毎日」、当該器具の異

常の有無を点検しなければならな

い。 

◯ 

正しい。 

（事務所衛生基準規則 6 条 2 項） 

120 

事業者は、中央管理方式の空気調

和設備を設けている建築物の事務

室について、「１か月以内ごとに１

回」、定期に、空気中の「一酸化炭

素及び二酸化炭素の含有率」を測

定しなければならない。 

× 

「１か月以内ごとに１回」ではな

く、【２か月以内ごとに１回】であ

る。 

（事務所衛生基準規則 7 条 1 項 1

号） 

121 

事業者は、事務室の建築、大規模

の修繕又は大規模の模様替を行っ

たときは、その事務室における空

気中の「ホルムアルデヒド」の濃

度について、「１年以内ごとに１

回」、定期に、測定しなければなら

ない。 

× 

「１年以内ごとに１回」ではな

く、【その事務室の使用開始後所定

の時期（使用を開始した日以後最

初に到来する６月から９月までの

期間）に１回】、測定しなければな

らない。 

（事務所衛生基準規則 7 条の 2） 
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122 

事業者は、空気調和設備の加湿装

置について、原則として、「１か月

以内ごとに１回」、定期に、その汚

れの状況を点検し、必要に応じ、

その清掃等を行わなければならな

い。 

◯ 

正しい。 

（事務所衛生基準規則 9 条の 2 第

3 号） 

123 

事業者は、空気調和設備内に設け

られた排水受けについて、原則と

して、「６か月以内ごとに１回」、

定期に、その汚れ及び閉塞の状況

を点検し、必要に応じ、その清掃

等を行わなければならない。 

× 

「６か月以内ごとに１回」ではな

く、【１か月以内ごとに１回】であ

る。 

（事務所衛生基準規則 9 条の 2 第

4 号） 

124 

事業者は、空気調和設備を設けて

いる場合は、室の気温が「１５℃

以上２６℃以下」になるように努

めなければならない。 

× 

「１５℃以上２６℃以下」ではな

く、【１７℃以上２８℃以下】であ

る。 

（事務所衛生基準規則 5 条 3 項） 

125 

事業者は、空気調和設備を設けて

いる場合は、室の相対湿度が「３

０％以上６０％以下」になるよう

に努めなければならない。 

× 

「３０％以上６０％以下」ではな

く、【４０％以上７０％以下】であ

る。 

（事務所衛生基準規則 5 条 3 項） 

126 

生後満１年に達しない生児を育て

る女性労働者は、「休憩時間のほか

に」、その生児を育てるための時間

を請求することができる。 

◯ 

正しい。 

（労働基準法 67 条 1 項） 

127 

生後満１年に達しない生児を育て

る女性労働者は、「１日２回」各々

少なくとも「２０分」、その生児を

育てるための時間を請求すること

ができる。 

× 

「２０分」ではなく、【３０分】で

ある。 

（労働基準法 67 条 1 項） 

128 

使用者は、生後満１年に達しない

生児を育てる女性労働者から請求

がなければ、その生児を育てるた

めの時間を与える必要はない。 

◯ 

正しい。 

（労働基準法 67 条 1 項） 



不許複製／禁無断転載                                GoodJobandCareer.net 

 24

No. 問 題 正 答 解 説 

129 

使用者は、生後満１年に達しない

生児を育てる女性労働者から、そ

の生児を育てるための時間を勤務

時間の始め又は終わりに請求され

たとしても、これを拒否すること

ができない。 

◯ 

正しい。女性労働者が請求した時

間に与えなければならない。 

（労働基準法 67 条 1 項、昭

33.6.25 基収 4317 号） 

130 

女性労働者は、子が生後「満２

年」に達するまで、「休憩時間のほ

かに」、育児のために必要な時間を

請求することができる。 × 

このような規定はない。なお、生

後「満１年」に達するまでは、「休

憩時間のほかに」、「１日２回」

各々少なくとも「３０分」、育児の

ために必要な時間を請求すること

ができる。 

（労働基準法 67 条 1 項） 

131 

使用者は、生後満１年に達しない

生児を育てる女性労働者に、その

生児を育てるための時間を与えた

ときは、当該育児のための時間は

「有給」としなければならない。 

× 

このような規定はない。 

（労働基準法 67 条 1 項、昭

33.6.25 基収 4317 号） 

132 

使用者は、労働基準法に定める育

児時間中は、その女性労働者を使

用してはならない。 

◯ 

正しい。 

（労働基準法 67 条 2 項） 

133 

使用者は、労働基準法に定める

「妊産婦」が、労働基準法上の管

理監督者等に該当する場合には、

当該「妊産婦」に時間外労働又は

休日労働をさせることができる。 
◯ 

正しい。労働基準法上の管理監督

者等に該当する者については、労

働時間及び休日に関する規定が適

用されないため、労働基準法に定

める「妊産婦」であっても、時間

外労働又は休日労働をさせること

ができる。 

（労働基準法 41 条 2 号） 

134 

労働基準法に定める「妊産婦」と

は、「産前６週間から産後８週間ま

での間にある女性」をいう。 
× 

労働基準法に定める「妊産婦」と

は、【妊娠中の女性及び産後１年を

経過しない女性】をいう。 

（労働基準法 64 条の 3 第 1 項） 
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135 

使用者は、「妊娠中の女性」が請求

した場合においては、他の「軽易

な業務」に転換させなければなら

ない。 

◯ 

正しい。 

（労働基準法 65 条 3 項） 

136 

使用者は、「１カ月単位の変形労働

時間制」を採用している場合にお

いては、労働基準法に定める「妊

産婦」が請求した場合であって

も、１週間の労働時間が平均して

４０時間以下であれば、１日及び

１週間の法定労働時間を超えて労

働させることができる。 

× 

「１カ月単位の変形労働時間制」

を採用している場合であっても、

労働基準法に定める「妊産婦」が

請求した場合には、労働基準法上

の管理監督者等に該当する場合を

除き、１週４０時間、１日８時間

を超えて労働させることはできな

い。 

（労働基準法 66 条 1 項） 

137 

使用者は、「１年単位の変形労働時

間制」を採用している場合におい

ては、労働基準法に定める「妊産

婦」が請求した場合であっても、

１週間の労働時間が平均して４０

時間以下であれば、「１週５２時

間」、「１日１０時間」までは労働

させることができる。 

× 

「１年単位の変形労働時間制」を

採用している場合であっても、労

働基準法に定める「妊産婦」が請

求した場合には、労働基準法上の

管理監督者等に該当する場合を除

き、１週４０時間、１日８時間を

超えて労働させることはできな

い。 

（労働基準法 66 条 1 項） 

138 

使用者は、労働基準法に定める

「妊産婦」が請求した場合には、

労働基準法上の管理監督者等に該

当する場合を除き、時間外労働又

は休日労働をさせることはできな

い。 

◯ 

正しい。 

（労働基準法 66 条 2 項） 
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No. 問 題 正 答 解 説 

139 

使用者は、時間外・休日労働に関

する労使協定を締結し、これを所

轄労働基準監督署⾧に届け出てい

る場合においては、労働基準法に

定める「妊産婦」が請求した場合

であっても、当該「妊産婦」に時

間外労働又は休日労働をさせるこ

とができる。 

× 

「妊産婦」が請求した場合には、

時間外・休日労働に関する労使協

定の有無にかかわらず、労働基準

法上の管理監督者等に該当する場

合を除き、時間外労働又は休日労

働をさせることはできない。 

（労働基準法 66 条 2 項） 

140 

使用者は、労働基準法に定める

「妊産婦」であったとしても、フ

レックスタイム制による労働をさ

せることができる。 

◯ 

正しい。労働基準法上、「妊産婦」

に対するフレックスタイム制の適

用についての制限はない。 

（労働基準法 66 条） 

141 

使用者は、労働基準法に定める

「妊産婦」が請求した場合におい

ては、労働基準法上の管理監督者

等に該当する場合であっても、「深

夜業」をさせてはならない。 

◯ 

正しい。 

（労働基準法 66 条 3 項） 

142 

使用者は、生理日の就業が著しく

困難な女性が休暇を請求したとき

は、その者を生理日に就業させて

はならない。 

◯ 

正しい。 

（労働基準法 68 条） 

143 

使用者は、週の所定労働時間が

「３０時間以上」の者で、雇入れ

の日から起算して「３年６か月」

継続勤務し、直前の１年間に全労

働日の８割以上出勤した労働者に

対して、「１２日」の年次有給休暇

を新たに与えなければならない。 

× 

「１２日」ではなく、【１４日】で

ある。 

（労働基準法 39 条 2 項） 
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No. 問 題 正 答 解 説 

144 

使用者は、週の所定労働時間が

「３０時間以上」の労働者につい

て、雇入れの日から起算して「６

年６か月」継続勤務し、直前の１

年間に全労働日の８割以上出勤し

た場合には、「２０日」の年次有給

休暇を新たに与えなければならな

い。 

◯ 

正しい。 

（労働基準法 39 条 2 項） 

145 

使用者は、週の所定労働時間が

「２５時間」、週の所定労働日数が

「４日」である労働者について、

雇入れの日から起算して「３年６

か月」継続勤務し、直前の１年間

に全労働日の８割以上出勤した場

合には、「８日」の年次有給休暇を

新たに与えなければならない。 

× 

「８日」で足りず、【１０日】与え

なければならない。 

（労働基準法 39 条 3 項、労働基準

法施行規則 24 条の 3 第 3 項） 

146 

使用者は、労働者の過半数で組織

する労働組合（労働組合がないと

きは、労働者の過半数を代表する

者）と書面による協定を締結する

ことにより、対象労働者が請求し

たときは、「５日」を限度として、

年次有給休暇を「時間単位」で与

えることができる。 

◯ 

正しい。 

（労働基準法 39 条 4 項） 

147 

使用者は、労働者の過半数で組織

する労働組合（労働組合がないと

きは、労働者の過半数を代表する

者）と書面による協定を締結した

ときは、有給休暇の付与日数にか

かわらず、時季を定めて年次有給

休暇を与えることができる。 

× 

労使協定により、年次有給休暇の

計画的付与を行うことができるの

は、有給休暇の付与日数のうち

【５日を超える部分】に限られて

いる。 

（労働基準法 39 条 6 項） 



不許複製／禁無断転載                                GoodJobandCareer.net 

 28

No. 問 題 正 答 解 説 

148 

使用者は、年次有給休暇の期間に

ついては、所定労働時間労働した

場合に支払われる「通常の賃金」

を支払わなければならない。 
× 

所定労働時間労働した場合に支払

われる「通常の賃金」以外にも、

「平均賃金」又は労使協定を締結

することにより、健康保険法に定

める「標準報酬日額」に相当する

金額のいずれかの方法によって支

払うことも可能である。 

（労働基準法 39 条 9 項） 

149 

年次有給休暇の付与に係る「出勤

率」の算定にあたり、法令に基づ

く「育児休業又は介護休業をした

期間」については、「出勤しなかっ

た」ものとして取り扱わなければ

ならない。 

× 

法令に基づく「育児休業又は介護

休業をした期間」については、【出

勤した】ものとして取り扱わなけ

ればならない。 

（労働基準法 39 条 10 項） 

150 

年次有給休暇の請求権は、これを

行使できる時から「２年間」行わ

ない場合には、時効によって消滅

する。 

◯ 

正しい。 

（労働基準法 115 条） 
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労働衛生 
 

No. 問 題 正 答 解 説 

1 

事務室における必要換気量（㎥/h）

は、 

「在室者全員が１時間に呼出する二

酸化炭素量（㎥/h）／（室内二酸化

炭素基準濃度（ppm）ʷ外気の二酸

化炭素濃度（ppm））×１００」 

で求められる。 

× 

１ppm は、０.０００１％であるた

め、最後に「１００」ではなく、

【１，０００，０００】を掛ける。

なお、「％」を単位として計算する

場合には、「１００」が正解とな

る。 

2 

一般作業環境において機械換気を行

う場合の必要換気量（㎥/h）を算出

する計算式では、一般に、室内二酸

化炭素基準濃度（％）として、「０.

１」が用いられる。 

◯ 

正しい。 

3 

温度感覚を左右する環境要素には、

「気温」、「湿度」、「気流」及び「輻

射熱（放射熱）」の「４つの要素」が

ある。 

◯ 

正しい。 

4 

実効温度は、「気温」、「湿度」及び

「気圧」の「３つの要素」で表され

る。 
× 

「気圧」ではなく、【気流】であ

る。なお、実効温度は、人の温熱感

に基礎を置いた指標で「感覚温度」

ともいう。 

5 

WBGT（湿球黒球温度）とは、暑熱

環境による熱ストレスの評価に用い

られる指標であり、熱中症予防の指

標として使用されている。 

◯ 

正しい。 

6 

算出した WBGT の値が、「基準値未

満」である場合には、熱中症が発生

する「リスクが高まっている」と評

価される。 

× 

「基準値未満」である場合には、熱

中症が発生する【リスクが低い】と

評価される。 
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No. 問 題 正 答 解 説 

7 

WBGT は、屋外で太陽照射がある場

合には、 

「０.７×自然湿球温度＋０.２×黒球

温度＋０.１×乾球温度」 

という計算式により算出される。 

◯ 

正しい。 

8 

WBGT は、屋内では、 

「０.７×自然湿球温度＋０.３×乾球

温度」 

という計算式により算出される。 
× 

WBGT は、「屋内」又は「屋外で太

陽照射のない場合」には、 

「０.７×自然湿球温度＋０.３×

【黒球温度】」 

という計算式で算出される。「乾球

温度」ではない。 

9 

「相対湿度」とは、日常生活で用い

られる「湿度」のことであり、空気

中の水蒸気量とその温度における飽

和水蒸気量との比を「％」で示した

ものである。 

◯ 

正しい。 

10 

前方から明かりを採るときは、眼と

光源を結ぶ線と視線とで作る角度

が、「３０°以上」になるようにす

る。 

◯ 

正しい。 

11 

全般照明と局部照明を併用する場

合、全般照明による照度は、局部照

明による照度の「５分の１以上」に

する。 

× 

「５分の１以上」ではなく、【１０

分の１（１０％）以上】で足りる。 

12 

１ルクスとは、光度１カンデラの光

源から「０.５m」離れた所で、その

光の光軸に垂直な面が受ける明るさ

に相当する。 

× 

「０.５m」ではなく、【１m】であ

る。 

13 

室内の彩色では、「彩度」を高くし過

ぎると交感神経の緊張を引き起こ

し、⾧時間にわたる場合には疲労を

招きやすい。 

◯ 

正しい。 

14 

部屋の彩色に当たり、目の高さより

上の壁及び天井は、「暗い色」にする

とよい。 

× 

目の高さより上の壁及び天井は、

【明るい色】にするとよい。 
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No. 問 題 正 答 解 説 

15 

部屋の彩色に当たり、目の高さより

下の壁などは、「明るい色」にすると

よい。 

× 

目の高さより下の壁などは、【濁

色】にするとよい。 

16 
立体視を必要とする作業には、適度

な影が必要である。 
◯ 

正しい。影のできない照明では、立

体感をつかみにくい。 

17 

厚生労働省の「労働者の心の健康の

保持増進のための指針」では、メン

タルヘルスケアは、「セルフケア」、

「ラインによるケア」、「同僚による

ケア」の「３つのケア」が継続的か

つ計画的に行われるようにすること

が重要である、とされている。 

× 

指針では、「セルフケア」、「ライン

によるケア」、【事業場内産業保健ス

タッフ等によるケア】、【事業場外資

源によるケア】の【４つのケア】が

示されており、この中に「同僚によ

るケア」は含まれていない。 

18 

厚生労働省の「労働者の心の健康の

保持増進のための指針」では、事業

者は、「心の健康づくり計画」を策定

するに当たっては、産業医の意見を

聴くことが必要であるとされている

が、衛生委員会等において十分調査

審議を行うことまでは求められてい

ない。 

× 

指針では、事業者は、「心の健康づ

くり計画」を策定するに当たって

は、衛生委員会等（衛生委員会又は

安全衛生委員会をいう。）において

十分調査審議を行うことが必要であ

る、とされている。 

19 

厚生労働省の「労働者の心の健康の

保持増進のための指針」では、「心の

健康づくり計画」は、各事業場にお

ける労働安全衛生に関する計画の中

に位置付けることが望ましい、とさ

れている。 

◯ 

正しい。 

20 

厚生労働省の「労働者の心の健康の

保持増進のための指針」では、「心の

健康づくり計画」で定めるべき事項

として、「事業者がメンタルヘルスケ

アを積極的に推進する旨の表明に関

すること」が掲げられている。 

◯ 

正しい。 
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No. 問 題 正 答 解 説 

21 

厚生労働省の「労働者の心の健康の

保持増進のための指針」では、心の

健康づくりを推進するためには、「事

業者」が労働者のストレスに気づ

き、これに対処するための知識、方

法を身につけ、それを実施すること

が重要である、とされている。 

× 

指針では、心の健康づくりを推進す

るためには、セルフケア、すなわ

ち、【労働者自身】がストレスに気

づき、これに対処するための知識、

方法を身につけ、それを実施するこ

とが重要である、とされている。 

22 

厚生労働省の「労働者の心の健康の

保持増進のための指針」において、

「一次予防」とは、メンタルヘルス

不調を「早期に発見すること」であ

る。 

× 

「一次予防」とは、ストレスチェッ

ク制度の活用や職場環境等の改善を

通じて、メンタルヘルス不調を【未

然に防止すること】である。 

23 

厚生労働省の「労働者の心の健康の

保持増進のための指針」において、

「二次予防」とは、メンタルヘルス

不調を早期に発見し、「適切な措置を

行うこと」である。 

◯ 

正しい。 

24 

厚生労働省の「労働者の心の健康の

保持増進のための指針」において、

「三次予防」とは、メンタルヘルス

不調となった労働者の「職場復帰の

支援等を行うこと」である。 

◯ 

正しい。 

25 

厚生労働省の「事業者が講ずべき快

適な職場環境の形成のための措置に

関する指針」において、快適な職場

環境の形成のための措置の実施に関

し、考慮すべき事項として、「経営者

の意向の反映」が挙げられている。 

× 

【経営者の意向の反映】は、考慮す

べき事項として挙げられていない。 

26 

厚生労働省の「事業場における労働

者の健康保持増進のための指針」で

は、「健康保持増進計画」に定める事

項として、「事業場内健康保持増進体

制の整備に関すること」が示されて

いる。 

◯ 

正しい。 
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No. 問 題 正 答 解 説 

27 

厚生労働省の「事業場における労働

者の健康保持増進のための指針」で

は、「健康測定」は、健康診断と異な

り、原則として「運動指導担当者」

が中心となって行う、とされてい

る。 

× 

指針では、「健康測定」は、原則と

して【産業医】が中心となって行う

ものとされている。 

28 

厚生労働省の「事業場における労働

者の健康保持増進のための指針」で

は、「運動指導担当者」は、健康測定

の結果に基づき、個々の労働者に対

して、具体的な運動プログラムを作

成し、運動実践を行うに当たっての

指導を行う、とされている。 

◯ 

正しい。 

29 

厚生労働省の「事業場における労働

者の健康保持増進のための指針」で

は、「産業栄養指導担当者」は、健康

測定の結果及び産業医の指導票に基

づき、「喫煙」及び「飲酒」等に関

し、健康的な生活への指導及び教育

を行う、とされている。 

× 

指針では、設問のような保健指導

は、「産業栄養指導担当者」ではな

く、【産業保健指導担当者】が行

う、とされている。 

30 

厚生労働省の「事業場における労働

者の健康保持増進のための指針」で

は、事業者が健康保持増進措置を実

施するためのスタッフを確保するこ

とが困難な場合には、労働者健康保

持増進サービス機関などに委託して

実施することも適当である、とされ

ている。 

◯ 

正しい。 

31 

労働者の健康保持増進のために行う

健康測定における運動機能検査項目

のうち、「柔軟性」の測定には、「上

体起こし」が用いられる。 

× 

「柔軟性」の測定には、【⾧座位体

前屈】が用いられる。 
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32 

労働者の健康保持増進のために行う

健康測定における運動機能検査項目

のうち、「全身持久性」の測定には、

「最大酸素摂取量」が用いられる。 

◯ 

正しい。 

33 

厚生労働省の「情報機器作業におけ

る労働衛生管理のためのガイドライ

ン」によると、ディスプレイは、お

おむね「３０cm 以上」の視距離が確

保できるようにし、その画面の上端

が眼の高さとほぼ同じか、やや下に

なる高さにすることが望ましい。 

× 

おおむね【４０cm 以上】の視距離

が確保できるようにする。 

34 

厚生労働省の「情報機器作業におけ

る労働衛生管理のためのガイドライ

ン」によると、ディスプレイを用い

る場合のディスプレイ画面上におけ

る照度は、「５００ルクス以上」にな

るようにする。 

× 

「５００ルクス以上」ではなく、

【５００ルクス以下】になるように

する。 

35 

厚生労働省の「情報機器作業におけ

る労働衛生管理のためのガイドライ

ン」によると、ディスプレイを用い

る場合における書類上及びキーボー

ド上の照度は、「３００ルクス以上」

を目安とし、作業しやすい照度とす

る。 

◯ 

正しい。 

36 

厚生労働省の「情報機器作業におけ

る労働衛生管理のためのガイドライ

ン」によると、情報機器作業につい

ては、一連続作業時間が「１時間」

を超えないようにし、次の連続作業

までの間に「５分以上」の作業休止

時間を設けるようにする。 

× 

一連続作業時間が「１時間」を超え

ないようにし、次の連続作業までの

間に【１０分～１５分】の作業休止

時間を設け、かつ、一連続作業時間

内において「１～２回」程度の小休

止を設けるようにする。 
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No. 問 題 正 答 解 説 

37 

厚生労働省の「職場における腰痛予

防対策指針」では、満１８歳以上の

男子労働者が人力のみにより取り扱

う物の重量は、体重のおおむね「３

０％以下」となるように努めるこ

と、とされている。 

× 

体重のおおむね【４０％以下】とな

るように努めること、とされてい

る。 

38 

厚生労働省の「職場における腰痛予

防対策指針」では、「腰部保護ベル

ト」は、個人により効果が異なるた

め、一律に使用するのではなく、個

人ごとに効果を確認してから使用の

適否を判断すること、とされてい

る。 

◯ 

正しい。 

39 

厚生労働省の「職場における腰痛予

防対策指針」では、「腰掛け作業」を

する場合の作業姿勢は、椅子に深く

腰を掛けて、背もたれで体幹を支

え、履物の足裏全体が床に接する姿

勢を基本とすること、とされてい

る。 

◯ 

正しい。 

40 

厚生労働省の「職場における腰痛予

防対策指針」では、「重量物取扱い作

業」に常時従事する労働者に対して

は、当該作業に配置する際及びその

後「１年以内ごとに１回」、定期に、

医師による「腰痛の健康診断」を実

施すること、とされている。 

× 

「１年以内ごとに１回」ではなく、

【６か月以内ごとに１回】である。 

41 

一次救命処置における「口対口人工

呼吸」では、１回の呼気の吹き込み

の目安は、傷病者の胸の上がりが確

認できる程度とし、「約３秒」かけて

行う。 

× 

１回の呼気の吹き込みは、【約１

秒】かけて行う。 
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No. 問 題 正 答 解 説 

42 

一次救命処置における「胸骨圧迫」

では、胸が約「５cm」沈む強さで、

１分間に「５０～６０回」のテンポ

で行う。 

× 

１分間に【１００～１２０回】のテ

ンポで行う。 

43 
静脈性出血は、傷口からじんわり持

続的に湧き出るような出血である。 
◯ 

正しい。 

44 

止血帯を施した後、受傷者を医師に

引き継ぐまでに時間がかかる場合に

は、止血帯を施してから「１時間ご

とに１回」、止血帯を緩め、血流の再

開を図る。 

× 

「１時間ごとに１回」ではなく、

【３０分ごとに１回】程度が適当で

ある。 

45 

止血帯は、細いゴムひもなどではな

く、できるだけ幅の広いものを用い

る。 

◯ 

正しい。 

46 

骨が多数の骨片に砕けた状態のこと

を「複雑骨折」という。 × 

「複雑骨折」とは、「開放骨折」と

もいい、骨折した部位の皮膚が損傷

し、骨が露出した状態をいう。 

47 

脊椎損傷が疑われる負傷者を移動さ

せる必要があるときは、柔らかいマ

ットレスなどの上に載せて搬送す

る。 

× 

脊柱が動かないよう【硬い板】など

の上に載せて搬送する。 

48 

骨にひびが入った状態を「不完全骨

折」といい、骨が完全に折れている

状態を「完全骨折」という。 

◯ 

正しい。 

49 
熱傷により水疱ができたときは、水

疱は破らず、水で冷やす。 
◯ 

正しい。 

50 

運動負荷心電図検査は、「心筋の異

常」や「不整脈」だけでなく、「虚血

性心疾患」の発見においても有用で

ある。 

◯ 

正しい。 
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No. 問 題 正 答 解 説 

51 

虚血性の脳血管障害である「脳梗

塞」は、脳の血管自体が動脈硬化を

起こす「脳血栓症」と、心臓や動脈

壁の血栓などが剥がれ、脳血管を塞

ぐ「脳塞栓症」に分類される。 

◯ 

正しい。 

52 

虚血性心疾患は、「冠動脈」による心

筋への血液の供給が不足したり、途

絶えたりすることによって起こる

「血管障害」である。 

× 

「血管障害」ではなく、【心筋障

害】である。 

53 

虚血性心疾患は、「狭心症」と「心筋

梗塞」に大別され、「狭心症」は、不

可逆的な心筋壊死が起こるため、元

には戻らないが、「心筋梗塞」は、心

筋の一部分に可逆的虚血が起こるだ

けで、時間が経てば元に戻る。 

× 

「狭心症」は、心筋の一部分に可逆

的虚血が起こるだけで、時間が経て

ば元に戻るが、「心筋梗塞」は、不

可逆的な心筋壊死が起こるため、元

には戻らない。「狭心症」と「心筋

梗塞」の記述が逆である。 

54 

日本人のメタボリックシンドローム

診断基準では、腹囲が、男性で「９

０cm 以上」、女性で「８５cm 以上」

の場合、腹部肥満（内臓脂肪の蓄

積）とされる。 

× 

男性で【８５cm 以上】、女性で【９

０cm 以上】の場合、腹部肥満（内

臓脂肪の蓄積）とされる。基準腹囲

が男女逆である。 

55 
ノロウイルスの潜伏期間は、「３～５

日間」である。 
× 

ノロウイルスの潜伏期間は、【１～

２日間】である。 

56 
ノロウイルスによる食中毒の発生

は、「夏季」に多い。 
× 

【冬季】に多い。 

57 

「毒素型食中毒」を引き起こす代表

的なものとして、「腸炎ビブリオ菌」

や「サルモネラ菌」がある。 

× 

「毒素型食中毒」を引き起こす代表

的なものは、【黄色ブドウ球菌】や

【ボツリヌス菌】である。 

58 

「腸炎ビブリオ菌」や「サルモネラ

菌」は、「感染型食中毒」に分類され

る。 

◯ 

正しい。 

59 
「ボツリヌス菌」は、「病原性好塩

菌」とも呼ばれている。 
× 

「ボツリヌス菌」ではなく、【腸炎

ビブリオ菌】である。 
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No. 問 題 正 答 解 説 

60 

「サルモネラ菌」は、缶詰や真空パ

ック食品など、酸素のない食品中で

増殖する。 

× 

「サルモネラ菌」ではなく、【ボツ

リヌス菌】である。 

61 
「黄色ブドウ球菌」による毒素は、

熱に弱い。 
× 

「黄色ブドウ球菌」による毒素は、

熱に強い。 

62 

ヒスチジンが細菌により分解されて

生成される「ヒスタミン」は、熱に

強く、調理程度の加熱では分解され

ない。 

◯ 

正しい。 

63 

「O-157」は、「腸管出血性大腸菌」

の一種で、飲食物を介して経口感染

し、出血性の下痢を引き起こす。 

◯ 

正しい。 

64 
「O-157」の潜伏期間は「１～２

日」である。 
× 

「O-157」の潜伏期間は、【３～５

日間】である。 

65 

「ボツリヌス菌」は、致死率が高

く、毒性の強い「神経毒」を産生す

る。 

◯ 

正しい。 
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労働生理 
 

No. 問 題 正 答 解 説 

1 

呼吸運動は、「気管」と「胸膜」の協

調運動によって行われる。 × 

呼吸運動は、主に【肋間筋】と【横

隔膜】の協調運動によって行われ

る。 

2 

肺胞内の空気と肺胞を取り巻く毛細

血管内の血液との間でガス交換を行

う呼吸のことを「内呼吸」という。 

× 

「内呼吸」ではなく、【外呼吸】と

いう。なお、「内呼吸」とは、細胞

組織内で行われるガス交換をいう。 

3 

呼吸中枢が、その興奮性を維持する

ためには、血液中に、常に一定量以

上の「二酸化炭素」が含まれている

ことが必要である。 

◯ 

正しい。 

4 

呼吸中枢は、主として、血液中の

「窒素分圧」によって調整されてい

る。 

× 

「窒素分圧」ではなく、【二酸化炭

素分圧】である。 

5 

通常の呼吸の場合の「呼気」には、

酸素が約「２４％」、二酸化炭素が約

「６％」含まれている。 

× 

通常の呼吸の場合の「呼気」には、

酸素が約【１６％】、二酸化炭素が

約【４％】含まれている。 

6 

大脳の外側にある「髄質」は、「灰白

質」で、神経細胞の細胞体が集まっ

ており、感覚、運動、思考等の作用

を支配している。 

× 

大脳の外側にあるのは、「髄質」で

はなく、【皮質】である。なお、「髄

質」は、大脳の内側にあり、「白

質」である。 

7 

交感神経系は、消化管の運動を「促

進」し、副交感神経系は、逆に「抑

制」するように作用する。 
× 

交感神経系は、身体の機能をより活

動的にするため、心拍数や血圧を上

げる一方、消化管の運動は【抑制】

するように作用する。なお、副交感

神経は、この逆で、消化管の運動を

「促進」するように作用する。 

8 

肺循環は、「右心室」から「肺動脈」

を経て「肺の毛細血管」に入り、「肺

静脈」を通って「左心房」に戻る血

液の循環である。 

◯ 

正しい。 

9 
心筋は、他の内臓筋と同様、「平滑

筋」に分類される。 
× 

心筋は、骨格筋と同様、【横紋筋】

に分類される。 



不許複製／禁無断転載                                GoodJobandCareer.net 

 40

No. 問 題 正 答 解 説 

10 

心臓から出ていく血液が流れる血管

を「動脈」といい、心臓に戻ってく

る血液が流れる血管を「静脈」とい

う。 

◯ 

正しい。 

11 
「大動脈」と「肺静脈」には、酸素

に富む「動脈血」が流れている。 
◯ 

正しい。 

12 
高血圧の状態が続くと、血管壁の厚

さが「減少」する。 
× 

高血圧の状態が続くと、血管壁の厚

さが【増加】する。 

13 
心臓は、自律神経の支配を受けて、

収縮と弛緩を繰り返している。 
◯ 

正しい。 

14 

肝臓の機能として、「乳酸の合成」が

ある。 × 

乳酸は、筋肉の収縮時に酸素が不足

しているときに生成されるもので、

肝臓の機能とは関係がない。 

15 

蛋白質の消化に関与している消化酵

素は、「リパーゼ」と「アミラーゼ」

である。 

× 

【ペプシン】と【トリプシン】であ

る。 

16 

肝臓から分泌される「胆汁」は、脂

肪を乳化し消化吸収を助ける働きを

担っているが、消化酵素は含んでい

ない。 

◯ 

正しい。 

17 

膵臓から分泌される「膵液」は、血

糖値を調整するホルモンを含んでい

るが、消化酵素は含んでいない。 

× 

膵臓から分類される「膵液」には、

消化酵素が含まれている。 

18 

「ペプシノーゲン」は、胃酸によっ

て「ペプシン」という消化酵素にな

り、「糖質」を分解する。 

× 

「糖質」ではなく、【蛋白質】を分

解する。 

19 

「ヘマトクリット」とは、血液中に

占める「白血球」の容積の割合のこ

とをいう。 

× 

「白血球」ではなく、【赤血球】で

ある。 

20 
貧血になると、「ヘマトクリット」の

値が「高く」なる。 
× 

貧血になると、「ヘマトクリット」

の値は【低く】なる。 

21 

血漿中の蛋白質のうち、「グロブリ

ン」は血液の浸透圧の維持に関与し

ている。 

× 

「グロブリン」ではなく、【アルブ

ミン】である。 
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No. 問 題 正 答 解 説 

22 
「赤血球数」は、正常値に男女によ

る差がないとされている。 
× 

「赤血球数」ではなく、【白血球

数】である。 

23 

「白血球」には、体内に侵入してき

た細菌やウイルスを貪食（どんしょ

く）する作用がある。 

◯ 

正しい。 

24 
ＡＢＯ式血液型は、「赤血球」による

血液型分類の１つである。 
◯ 

正しい。 

25 
Ａ型血液の血清は、「抗Ａ抗体」を持

っている。 
× 

「抗Ａ抗体」ではなく、【抗Ｂ抗

体】を持っている。 

26 
血小板は、「骨髄」で作られ、「止血

作用」がある。 
◯ 

正しい。 

27 
「血小板数」は、正常値に男女によ

る差がないとされている。 
◯ 

正しい。 

28 

腎小体を通る血液中の「血球」及び

「糖」以外の成分は、糸球体からボ

ウマン嚢に濾し出されて原尿にな

る。 

× 

「糖」ではなく、【蛋白質】であ

る。「糖」は、糸球体からボウマン

嚢に濾し出されて原尿になる。 

29 

血中の「グルコース」は、ボウマン

嚢中には濾し出されない。 × 

「血球」及び「蛋白質」以外の成分

は、糸球体からボウマン嚢に濾し出

されて原尿になる。 

30 尿は、「弱アルカリ性」である。 × 尿は、【弱酸性】である。 

31 
尿管は、左右の腎臓から「１本ず

つ」出ている。 
◯ 

正しい。 

32 

原尿中に濾し出された大部分の水

分、電解質、栄養分は、「尿細管」か

ら血液中に再吸収される。 

◯ 

正しい。 

33 
筋肉が最も大きい力を出すのは、「収

縮」しようとする瞬間である。 
◯ 

正しい。 

34 
筋肉は、神経に比べて疲労しにく

い。 
× 

筋肉は、神経に比べて疲労しやす

い。 

35 
筋肉は、筋線維の「太さが増す」こ

とによって、筋力が増強される。 
◯ 

正しい。筋線維の「数が増える」わ

けではない。 
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36 

筋肉自体が収縮して出す最大筋力

は、筋肉の断面積１㎠当たりの平均

値で見ると、「性別」による差はある

ものの、「年齢」による差はほとんど

ない。 

× 

「性別」による差も、「年齢」によ

る差も、ほとんどない。 

37 
体温調節中枢は、「脊髄」にある。 

× 
体温調節中枢は、【間脳の視床下

部】にある。 

38 

高温にさらされ体温が正常以上に上

昇すると、「内臓」の血管が拡張する

ことによって血流量が増加し、発汗

を促して放熱が促進される。 

× 

「内臓」ではなく、【皮膚】の血管

である。 

39 

熱の放散には、「輻射」、「伝導」、「蒸

発」などがあり、このうち、「蒸発」

によるものには、「発汗」と「不感蒸

泄」がある。 

◯ 

正しい。 

40 

「不感蒸泄」とは、本人が特に感じ

ることなく、発汗のほかに皮膚及び

呼気から水分が失われる現象をい

う。 

◯ 

正しい。 

41 
眼は、「硝子体」の厚さを変えること

により、焦点距離を調節している。 
× 

「硝子体」ではなく、【水晶体】で

ある。 

42 

網膜には、色を感じる「杆状体」

と、明暗を感じる「錐状体」の２種

類の視細胞がある。 
× 

色を感じるのは【錐状体】であり、

明暗を感じるのは【杆状体】であ

る。「杆状体」と「錐状体」の記述

が逆である。 

43 

眼をカメラに例えると、水晶体は

「レンズ」、虹彩は「しぼり」、網膜

は「フィルム」に相当する働きをす

る。 

◯ 

正しい。 

44 

内耳には、「前庭」、「半規管」及び

「蝸牛」の３つの部位があり、この

うち、「前庭」は、体の回転の方向や

速度を感じる。 

× 

体の回転の方向や速度を感じるの

は、【半規管】である。 
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45 

内耳には、「前庭」、「半規管」及び

「蝸牛」の３つの部位があり、この

うち、「半規管」は、体の傾きの方向

を感じる。 

× 

体の傾きの方向を感じるのは、【前

庭】である。 

46 

「体液性免疫」とは、リンパ球が直

接、病原体などの異物を攻撃する免

疫反応のことである。 

× 

リンパ球が直接、病原体などの異物

を攻撃する免疫反応は、【細胞性免

疫】と呼ばれている。 

47 

「抗体」とは、体内に入ってきた

「抗原」に対して「体液性免疫」に

おいて作られる「アルブミン」と呼

ばれる蛋白質のことである。 

× 

「アルブミン」ではなく、【免疫グ

ロブリン】である。 

48 

エネルギー代謝率の値については、

体格、性別などの個人差による影響

が大きい。 

× 

エネルギー代謝率の値については、

体格、性別などの個人差による影響

は少ない。 

49 

エネルギー代謝率は、精神的作業や

静的筋作業のようなエネルギーをほ

とんど消費しない作業の強度を表す

指標としては用いることができな

い。 

◯ 

正しい。 

50 

基礎代謝量は、「睡眠」、「横臥」、「安

静」時の測定値によって表される。 × 

基礎代謝量は、【覚醒】、「横臥」、

「安静」時の測定値によって表され

る。 

51 
メッツ（METs）とは、【身体活動の

強度】を表す指標である。 
◯ 

正しい。 

52 

身体活動強度（メッツ）は、その身

体活動の強さが「軽作業時」の何倍

に相当するかを表す単位である。 

× 

身体活動強度（メッツ）は、その身

体活動の強さが【安静時】の何倍に

相当するかを表す単位である。 

53 

外部環境から刺激（ストレス）が加

わると、人は、自律神経系と内分泌

系を介して、心身の活動を「抑圧状

態」にする。 

× 

外部環境から刺激（ストレス）が加

わると、人は、心身の活動を【緊張

状態】にする。 

54 
ストレスに対する反応には、個人差

がほとんどない。 
× 

ストレスに対する反応は、個人差が

大きい。 
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No. 問 題 正 答 解 説 

55 

ストレスに伴う典型的な心身の反応

として、副腎皮質ホルモン分泌の

「亢進」がある。 

◯ 

正しい。 

56 

「メラトニン」は、血液中のカルシ

ウム量の調整に関与している。 × 

メラトニンは、「睡眠ホルモン」と

も呼ばれ、睡眠や体内時計の調整に

関与している。 

57 

「インスリン」は、膵臓から分泌さ

れ、血糖量を「増加」させる働きが

ある。 

× 

「インスリン」は、血糖量を【減

少】させる働きがある。 

58 

「コルチゾール」は、体液中のカル

シウムバランスを調整する働きがあ

る。 × 

体液中のカルシウムバランスを調整

する働きがあるホルモンは、【パラ

ソルモン】である。「コルチゾー

ル」は、血糖量を「増加」させる働

きがある。 

59 

「レム睡眠」中の脳は、休んだ状態

になっている。 × 

「レム睡眠中」は、いわゆる「浅い

眠り」の状態にあり、身体は休んで

いるが、脳は起きている。 

60 
「ノンレム睡眠」は、大脳を休ま

せ、回復させる効果がある。 
◯ 

正しい。 
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